
生命のはじまりを見守り、
心を磨く医療で地域を担う。

福井大学附属病院

産婦人科

臨床を原点に、地域の産婦人科医療の中核をめざす。
福井大学附属病院の産婦人科は今、そんな気風にあふれている。
昨年4月に初めて「連合医会」が発足し、勤務医と開業医の垣根を超えた連携を実現、
一方で子宮体がんや子宮筋腫を識別するPET診断法の共同開発はじめ、
不妊治療や総合周産期センターの面でも地域が注目する実績を挙げている。

医 療 最 前 線 か ら の リ ポ ー ト

CLOSE UP NOW!



　
今
年
6
月
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院

産
婦
人
科
の
新
教
授
に
就
任
し
た
吉
田
好
雄

氏
は
現
状
を
そ
う
打
ち
明
け
る
。
人
口
20
万

人
余
り
を
数
え
る
福
井
市
内
に
は
現
在
、
病

床
数
4
0
0
床
以
上
の
大
き
な
拠
点
病
院
が

4
つ
集
中
、
加
え
て
産
婦
人
科
と
小
児
科
に

特
化
し
た
民
間
病
院
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

と
産
婦
人
科
医
療
に
限
っ
て
言
え
ば
患
者
は

質
の
高
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
病
院
間
の
系
列
に
左
右

さ
れ
医
師
同
士
の
交
流
、
連
携
が
必
ず
し
も

ス
ム
ー
ズ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
医
師

同
士
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
を
促
進
す
る
た

め
に
、
昨
年
4
月「
連
合
医
会
」が
発
足
し
た
。

　「
先
代
の
教
授
が
尽
力
さ
れ
て
道
筋
が
で

き
た
の
で
す
が
、
開
業
医
を
主
体
に
し
た
医

会
と
、
勤
務
医
が
中
心
の
学
会
と
い
う
二
つ

の
組
織
を
一
本
化
し
た
の
が
連
合
医
会
で
す
。

県
内
の
産
婦
人
科
医
療
を
支
え
る
先
生
方
が

集
ま
っ
て
連
携
、
交
流
し
て
い
く
の
が
趣
旨

で
、
県
下
の
産
婦
人
科
医
療
の
活
動
方
針
や

課
題
な
ど
を
し
っ
か
り
議
論
し
、
垣
根
を
超

え
て
情
報
交
換
や
交
流
を
促
進
し
て
い
く
組

織
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
専
門
分
野
に
も
好

結
果
を
も
た
ら
し
、
臨
床
や
研
究
の
大
き
な

後
押
し
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
吉
田
教
授
は
、
連
合
医
会
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
人
事
交
流
の
活
発
化
と
医
師
同
士
の
距

離
間
が
深
ま
る
、
統
一
し
た
学
術
的
な
研
修

会
、
勉
強
会
が
開
催
で
き
る
、
県
下
全
体
で

産
婦
人
科
医
療
の
年
間
活
動
が
で
き
る
こ
と

な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、
地
域
の
拠
点
病
院
や

「
連
合
医
会
」の
発
足
が

変
革
の
一
歩

　「
大
学
の
医
局
に
は
優
秀
な
医
師
は
い
ま
す

し
、
若
手
医
師
も
少
数
で
す
が
毎
年
、
着
実

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
た
だ
10
年
後
を
考

え
る
と
、
必
ず
し
も
い
い
状
況
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
大
学
病
院
は
県
下
の
産
婦
人
科
医
療

の
中
核
で
あ
り
、
県
全
体
の
産
婦
人
科
医
療

を
け
ん
引
、
主
導
し
て
い
く
立
場
。
少
し
で

も
改
善
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

開
業
医
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

　
連
合
医
会
の
発
足
、
活
動
と
相
ま
っ
て
、

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
婦
人
科
で
は

臨
床
や
研
究
面
で
も
注
目
す
べ
き
成
果
を
あ

げ
て
い
る
。
現
在
、
産
婦
人
科
は
腫
瘍
部
門
、

生
殖
医
療
部
門
、
周
産
期
医
療
部
門
の
三
つ

の
柱
が
あ
る
。
各
部
門
の
臨
床
・
研
究
分
野

の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
を
紹
介
し
よ
う
。

■
腫
瘍
部
門 

│
世
界
初
の
子
宮
筋
腫
、

肉
腫
の
診
断
法
を
開
発

　
吉
田
教
授
の
専
門
で
も
あ
る
腫
瘍
部
門

で
の
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、
P
E
T
画
像

診
断
に
よ
る
子
宮
筋
腫
や
子
宮
肉
腫
の
診
断

法
の
開
発
だ
。
こ
れ
は
福
井
大
学
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
医
学
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
に
よ
り

実
現
し
た
も
の
で
、
が
ん
検
診
な
ど
で
行
う

P
E
T（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
法
）を
使
っ
て
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
受
容
体
を
分
子
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
し
、
筋
腫
と
肉
腫
を
高
い
精
度
で
識
別

す
る
診
断
法
。

　
P
E
T
検
査
は
、
一
般
的
に
F
D
G（
フ
ル

オ
ロ
デ
オ
キ
シ
グ
ル
コ
ー
ス
）と
い
う
ブ
ド
ウ

糖
に
似
た
薬
剤
に
フ
ッ
素（
F-
18
）を
付
加
し

た
P
E
T
薬
剤
を
用
い
て
、
が
ん
細
胞
で
活

発
に
な
る
ブ
ド
ウ
糖
代
謝
活
性
を
検
出
し
て

が
ん
の
動
き
、
状
態
を
検
査
す
る
。
し
か
し

子
宮
肉
腫
で
は
ブ
ド
ウ
糖
代
謝
が
活
発
に
な

る
も
の
の
、
良
性
筋
腫
代
謝
活
動
は
様
々
で
、

中
に
は
高
い
代
謝
活
性
を
示
す
も
の
も
あ
る
。

　
吉
田
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
子

宮
肉
腫
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
部
位
で

あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
受
容
体
が
少
な
い
こ
と

か
ら
、
通
常
の
F
D
G
で
は
な
く
、
F
E
S

（
フ
ル
オ
ロ
エ
ス
ト
ラ
ジ
オ
ー
ル
）と
い
う
女

性
ホ
ル
モ
ン
に
フ
ッ
素
を
付
加
し
た
P
E
T

薬
剤
を
用
い
た
、
F
E
S

－
P
E
T
検
査
を

追
加
で
実
施
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
宮
筋
腫
と

肉
腫
の
識
別
を
90
％
以
上
の
確
率
で
識
別
で

き
た
。
吉
田
教
授
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
、

2
0
0
7
年
に「
ギ
ネ
コ
ロ
ジ
ッ
ク
オ
ン
コ
ロ

ジ
ー
」と
い
う
雑
誌
に
世
界
で
初
め
て
症
例
発

表
、
婦
人
科
が
ん
で
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
受
容

体
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

PROFILE

よしだ・よしお吉田 好雄

　「
子
宮
体
が
ん
や
子
宮
筋
腫
、

肉
腫
は
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
筋
腫
や
肉
腫
の
識

別
、
が
ん
の
場
合
は
進
行
期
を
予

測
す
る
こ
と
は
、
ど
う
い
う
治
療

を
し
た
ら
い
い
か
を
見
極
め
る
判

断
材
料
に
な
り
ま
す
。た
と
え
ば
、

最
近
は
子
宮
筋
腫
を
切
ら
ず
に

治
す
治
療
法
が
多
数
出
現
し
て

お
り
、
治
療
前
の
良
性
、
悪
性

の
判
断
は
以
前
に
も
ま
し
て
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
筋
腫
な
の
に

肉
腫
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
り
、
逆
に
早
期
の
肉
腫
な

の
に
筋
腫
の
保
存
的
治
療
が
な
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
手
術
前
の
P
E
T

検
査
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
吉
田
教
授
ら
の
研
究
成
果
は
国
際
的
に
も

認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
検
査
を
希
望
す
る
人

は
県
内
外
か
ら
希
望
者
が
相
次
い
で
い
る
現

状
だ
と
い
う
。

■
生
殖
医
療
部
門 

│

生
命
の
始
ま
り
と
い
う

感
動
体
験

　
生
殖
部
門
は
、
不
妊
治
療
と
不
育
症
治
療

に
大
別
さ
れ
る
。
福
井
大
学
の
産
婦
人
科
教

室
で
は
、
初
代
教
授
の
富
永
敏
朗
氏
が「
子
宮

内
へ
の
受
精
卵
の
着
床
」、
二
代
教
授
の
小
辻

文
和
氏
が「
卵
巣
で
の
卵
胞
の
発
育
と
排
卵
」

研
究
で
そ
れ
ぞ
れ
わ
が
国
第
一
人
者
の
実
績
を

も
つ
。
現
教
室
で
は
、
折
坂
誠
講
師
が
研
究

を
引
き
継
ぎ
、
地
方
大
学
で
は
あ
り
な
が
ら
日

本
の
生
殖
医
療
領
域
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　
不
妊
症
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
自
然

に
近
い
妊
娠
を
テ
ー
マ
に
、
臨
床
で
い
か
に
卵

子
を
育
て
ら
れ
る
か
、
動
物
実
験
な
ど
を
通

し
て
研
究
を
重
ね
な
が
ら
、
顕
微
授
精
な
ど

最
先
端
の
技
術
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。一
方
、

妊
娠
し
た
も
の
の
流
産
を
繰
り
返
す
不
育
症

に
対
し
て
は
、
子
宮
の
血
流
を
改
善
す
る
治

療
法
を
開
発
。
こ
れ
に
よ
り
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
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副科長・講師
平成  5年  3月 福井医科大学医学部医学科卒業
平成  5年  5月 福井医科大学医学部附属病院産科婦人科医員（研修医）
平成  6年  4月 弥栄町国民健康保険病院産婦人科医師
平成  6年  7月 市立舞鶴市民病院産婦人科医師
平成  7年  7月 産婦人科荒木病院医師
平成  8年  9月 弥栄町国民健康保険病院産婦人科医師
平成11年  6月 福井医科大学医学部附属病院産科婦人科医員
平成11年10月 福井医科大学医学部産科婦人科学助手
平成15年10月 文部科学省在外研究員としてカナダ・オタワ大学に留学
平成17年  9月 カナダより帰国
平成19年  4月 福井大学医学部産科婦人科学助教
平成20年  7月 福井大学医学部産科婦人科講師
○専門領域　生殖・周産期

おりさか・まこと折坂 　誠

教授
昭和63年3月 福井医科大学医学部医学科卒業
昭和63年6月 福井医科大学医学部附属病院
 産科婦人科医員（研修医）
平成元年  2月 福井医科大学医学部産科婦人科学助手
平成2年  7月 公立高島総合病院産婦人科医師
平成6年12月 福井医科大学医学部産科婦人科学助手
平成9年10月 イスラエルワイツマン研究所留学（2年3ヶ月）
平成13年5月 福井医科大学医学部附属病院産科婦人科講師
平成18年9月 福井大学医学部産科婦人科助教授（准教授）
平成24年6月 福井大学医学部産科婦人科教授
○専門領域　婦人科腫瘍



ん
の
出
産
に
数
多
く
成
功
し
て
い
る
。

　
不
妊
症
や
不
育
症
の
妊
娠
出
産
は
、
ハ
イ

リ
ス
ク
が
伴
う
た
め
周
産
期
部
門
と
の
緊
密

な
連
携
を
と
り
な
が
ら
日
々
の
診
療
を
行
っ

て
い
る
。
折
坂
誠
講
師
が
、
産
婦
人
科
医
の

魅
力
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　「
精
子
と
卵
子
が
一
緒
に
な
る
現
場
を
診
る

こ
と
は
、
生
命
の
ス
タ
ー
ト
が
見
れ
る
と
い
う

こ
と
。
不
妊
症
や
不
育
症
の
研
究
は
医
学
生

に
対
す
る
教
育
的
観
点
と
い
う
側
面
も
あ
り
、

自
分
の
目
で
生
命
の
誕
生
と
い
う
感
動
を
診

て
、
研
究
し
て
、
出
産
に
も
立
ち
会
う
。
産

婦
人
科
医
は
と
か
く
長
時
間
勤
務
な
ど
で
つ

ら
い
仕
事
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

す
が
、
新
た
な
生
命
の
は
じ
ま
り
を
見
守
る
、

と
て
も
感
動
的
な
医
療
だ
と
い
う
こ
と
を
も
っ

と
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

■
周
産
期
部
門 

│

高
度
な
医
療
と

正
常
分
娩
を
体
験
す
る

　
平
成
24
年
9
月
に
福
井
大
学
附
属
病
院

に
総
合
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
が
新
設
さ
れ

た
。
胎
児
異
常
の
早
期
発
見
や
ハ
イ
リ
ス
ク

妊
娠
の
母
体
管
理
、
新
生
児
の
救
命
救
急
な

ど
を
担
う
施
設
で
、
M
F
I
C
U（
母
体
管

理
）が
3
床
、
N
I
C
U（
新
生
児
救
命
救
急
）

が
6
床
、
N
I
C
U
の
後
方
ベ
ッ
ド
で
あ
る

G
C
U
が
6
床
整
備
さ
れ
た
。

　
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
は
、
こ
れ
ま

で
、
福
井
県
周
産
期
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い

て
県
立
病
院
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

そ
の
役
割
を
基
本
的
に
踏
襲
し
つ
つ
も
、
こ

れ
を
機
に
、
大
学
病
院
と
し
て
の
存
在
感
を

強
く
発
揮
し
て
い
く
方
針
だ
。
周
産
期
が
専

門
の
西
島
浩
二
医
師
が
、
大
学
病
院
が
総
合

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
持
つ
意
義
を

強
調
す
る
。

　「
大
学
病
院
の
各
診
療
科
に
は
県
内
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
診
療
技
術
を
も
っ
た
医
師
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
や
様
々
な

合
併
症
を
も
っ
た
妊
婦
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
診
療
科
の
垣
根
を
越
え
た
協
力
が
必
要

で
す
。
大
学
病
院
の
機
能
を
フ
ル
に
生
か
し
、

PROFILE

医局長
平成   5年3月 福井医科大学医学部医学科卒業
平成   5年5月 福井医科大学医学部附属病院
 産科婦人科医員（研修医）
平成   7年7月 福井県済生会病院産婦人科医師
平成10年9月 公立高島総合病院産婦人科医師
平成13年7月 福井医科大学医学部産科婦人科学助手
平成18年4月 米国MDアンダーソン癌センターに留学
平成20年3月 米国より帰国　
平成20年7月 福井大学医学部附属病院産科婦人科講師
○専門領域　婦人科腫瘍

くろかわ・てつじ黒川 哲司

PROFILE

助教・病棟医長
平成  6年  3月 福井医科大学医学部医学科卒業
平成  6年  5月 福井医科大学医学部附属病院
 産科婦人科医員（研修医）
平成  8年  4月 公立小浜病院産科婦人科医師
平成10年  9月 福井県済生会病院産婦人科医師
平成13年  9月 福井医科大学産科婦人科学助手
平成14年  3月 倉敷中央病院小児科NICU
平成14年  9月 福井医科大学産科婦人科学助手
平成19年  4月 福井大学医学部産科婦人科学助教
○専門領域　周産期

にしじま・こうじ西島 浩二
高
度
な
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
妊
娠
、
出
産

に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、こ
れ
ま
で
は
、病
床
不
足
に
よ
り
、

地
域
の
先
生
方
か
ら
の
母
体
搬
送
の
受
け
入

れ
要
請
を
、
心
な
ら
ず
も
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
M
F
I
C
U
や
N
I
C
U

が
出
来
て
、
こ
れ
ら
の
妊
婦
さ
ん
を
引
き
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

地
域
の
先
生
方
の
私
た
ち
へ
の
期
待
を
裏
切

ら
ず
に
済
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
何
よ

り
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
連
合
医
会

が
発
足
し
、
今
後
ま
す
ま
す
、
大
学
病
院
と

県
内
各
地
の
医
療
機
関
と
の
連
携
が
強
ま
っ

て
行
く
で
し
ょ
う
。
福
井
県
周
産
期
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
本
当
の
意
味
で
完
成
に
向
か
う

と
思
い
ま
す
。」

　
周
産
期
部
門
で
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
だ

け
で
は
な
く
、
県
内
外
の
産
科
医
が
少
な
い

地
域
に
医
師
を
派
遣
し
、
正
常
妊
娠
分
娩
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
大
学
の
医
局
が
な
け

れ
ば
、
福
井
県
に
も
多
く
の
出
産
難
民
が
生

ま
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
体
制
こ

そ
福
井
大
学
の
誇
り
で
あ
り
、
利
便
性
と
高

度
医
療
を
同
時
に
提
供
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
医

療
連
携
と
し
て
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。

■
医
局
の
特
徴 

│

医
療
人
の
心
と

感
性
を
磨
く

　
福
井
県
は
も
と
よ
り
北
陸
全
体
で
も
産
婦

人
科
医
が
不
足
し
て
い
る
中
で
、
毎
年
2
人

と
い
う
医
局
員
を
確
保
し
て
い
る
福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
産
婦
人
科
。
そ
の
な
か
で

吉
田
教
授
は
、
医
局
員
の
基
本
理
念
と
し
て

「
臨
床
が
原
点
」を
掲
げ
る
。
そ
れ
は
、
患
者

か
ら
臨
床
を
学
び
、
研
究
に
つ
な
げ
、
そ
れ

を
後
進
に
も
伝
え
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

医
局
長
を
務
め
る
黒
川
哲
司
医
師
が
そ
の
意

義
を
代
弁
す
る
。

　「
一
人
ひ
と
り
が
高
度
で
専
門
的
な
医
療
だ

け
で
な
く
、
正
常
分
娩
も
均
等
に
体
験
す
る

こ
と
で
ど
こ
に
い
て
も
良
い
医
療
を
提
供
で

き
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
都
市
部

の
大
き
な
病
院
に
入
局
す
る
こ
と
だ
け
が
医

師
の
成
長
を
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
僻
地
で
も
そ
こ
で
勉
強
し
、
身

に
つ
け
た
知
識
、
体
験
を
持
っ
て
再
び
大
学

に
戻
る
こ
と
も
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
り
ま

す
。
要
は
、
自
分
が
一
番
吸
収
で
き
る
時
に

良
い
医
療
を
体
験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
結
局
は
、

良
い
医
療
の
提
供
に
つ
な
が
る
。
そ
う
い
う

医
療
を
体
験
し
た
人
が
福
井
県
の
医
療
を
支

え
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

　
吉
田
教
授
は「
良
い
産
婦
人
科
医
を
育
て
る

に
は
、
ま
ず
医
療
人
と
し
て
の
心
を
い
か
に

磨
き
上
げ
る
か
が
重
要
」だ
と
口
に
す
る
。
そ

の
た
め
に
は「
生
命
の
ス
タ
ー
ト
が
大
事
。
そ

れ
を
診
て
い
か
な
い
と
心
が
養
わ
れ
て
い
か
な

い
」と
、
黒
川
医
局
長
は
強
調
す
る
。
生
命
の

ス
タ
ー
ト
を
見
守
り
、
人
間
と
し
て
の
心
と
感

性
を
磨
く
。
そ
れ
が
福
井
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
婦
人
科
医
に
必
要
な
資
質
な
の
だ
。
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